
教 育 訓 練 実 施 会 社

電 気 管理 技 術 者電気保安教育訓練記録

代 表 者 担 当電 気 保 安 責 任 者

会社名称 株式会社

事業場名 株式会社 （ 工場） 講 師 電気管理技術者（小林電気保安管理事務所）

対 象 者 実施日時 年 月 日 （ ） 時

場 所 株式会社 （ 工場） 方 法 講義 ・ 打合せ ・ 訓練 （ ）

電気事業法 保安規程第10,11条に基づく保安教育訓練

目 的

電気設備の保安の確保及び従業者の電気災害を防止する事を目的とする。

受 講 者

内 容 １．年次点検結果について電気管理技術者から報告。

２．電気事故例の概要について（経済産業局資料に基づき説明）

教 材 １．年次点検報告書

２．電気事故例の概要について（経済産業局資料から抜粋）

（講師記入欄）

結 果

（受講者上長記入欄）実施結果その他についての意見を記入して下さい。

社団法人 中部電気管理技術者協会



中部近畿産業保安監督部管内（近畿支部、北陸監督署管内を除く） 電気事故概要（2010年7～9月報告分） 
 

NO 事故発
生施設

事故発
生年月

事故発生 
電気工作
物

事故概要 事故原因 再発防止策

1 自家用２０１０
年６月

高周波溶
接機用サ
イリスタ盤
(DC 12ｋ
V)

【感電負傷事故】 
 サイリスタ盤の破損部の
修理後に修理箇所の確認
のため、扉を開放したまま
試運転を実施していた
際、高圧充電部に誤って
接触し感電負傷した。

【作業方法不良】 
・通常は扉を閉めた状態
で運転するものを、修理
箇所の確認のため、扉を
開けた状態で運転した。 
・被災者が、不用意に盤
内に手を伸ばした。

・サイリスタ盤の試運転
は、必ず扉を閉めた状態
で実施することとし、周
知。 
・充電部が露出する部分
にアクリル板を設置すると
ともに、注意喚起表示を
添付する。

2 自家用２０１０
年７月

ＤＳ
(6.6kV)

【感電負傷事故】 
 年次点検において、点
検終了後に復電した際、
短絡線を外し忘れたた
め、付近にいた被災者
が、充電部に触れ感電負
傷した。

【作業方法不良】 
・短絡線の外し忘れを確
認せず、また、作業者全
員が安全な場所に退去し
たことを確認せずに復電
した。 
・被災者は、半袖作業服
でヘルメットもしていなか
った。

・作業計画の工程表を作
成し、施行前に確認する。 
・復電の際は、作業者全
員が安全な場所に退去し
た後、復電作業を行う。 
・長袖、ヘルメット着用を
徹底する。

3 事業用２０１０
年７月

高圧電線
(6.6ｋV)

【感電負傷事故】 
 配電柱の変圧器揚替工
事において、揚替用の金
車の補強のための吊り綱
を高圧線機器腕金の上部
に取り付ける際、誤って高
圧ケーブル接続部（充電
部）に触れ感電負傷した。

【作業方法不良】 
・作業監督者は、被災者
が高圧充電部に触れる恐
れがないと判断し、防護
具の着用及び防具の取り
付け指示をしなかった。 
・被災者は充電部分に近
づくものの、危険はないと
判断し作業を行った。

・高圧活線作業及び高圧
活線接近作業に関する基
本ルールの再教育。 
・パトロール実施者及び作
業監督者、作業者への教
育・訓練。

4 自家用２０１０
年７月

変圧器２
次側銅バ
ー(210V） 
、高圧コン
デンサブッ
シング
(6.6kV）、
高圧ケー
ブルの接
続部
（6.6kV）

【感電負傷事故】 
 PCBの分析業者（委託）
が変圧器の絶縁油を採油
中に、誤ってキュービクル
内の充電部に触れ感電負
傷した。 

【被害者の過失】 
・被災者は変圧器２次時
側（低圧）の開閉器を開放
することで採油できると思
いこみ（危険との認識無
く）、単独でキュービクル
内に入って作業した。 
・設置者は、委託業者が
実施した変圧器絶縁油の
採油作業について作業工
程、作業内容の把握が不
十分だった。

・委託業者の管理を徹底
し、作業責任者と作業前
の事前打ち合わせを実施
した上で、作業工程を把
握する。 
・作業前ミーティングの中
で注意事項、危険箇所な
どを作業者全員に周知す
る。 
・電気保安教育を行う。

5 自家用２０１０
年７月

配線接続
部（200V）

【感電負傷事故】 
 事業場内の機器に不具
合が発生したため、被災
者（設置者従業員）が一
人で、不具合箇所の修理
に着手した。配線の接触
不良と判断し、修理を行
おうとしたところ、通電中
に素手で行ったため、感
電負傷した。

【作業方法不良】 
・被災者は配線を制御回
路（DC24V）と思いこみ、
通電中に素手で作業し
た。（当該配線は電源回
路（AC200V））

・配線と制御回路の区別
が付くように制御回路にタ
グを取り付ける。 
・社内ルールを徹底し、電
気作業については、必ず
停電して行うこととする。

6 自家用２０１０
年７月

動力分電
盤の主遮
断器
(220V)

【感電負傷事故】 
 電源配線について動力
分電盤側から撤去作業を
行っていた際、被災者が

【被害者の過失】 
・被災者は、半袖作業着、
帽子着用で、ヘルメット、
手袋等はしていなかった。

・漏電ブレーカーによる保
護を行う。 
・電気工事については有
資格者が行う。
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分電盤付近でうずくまって
いたのを発見。後日の医
師の診断によると感電負
傷したとのことで、誤って
充電部に触れた模様（詳
細不明）。被災者は、半袖
作業着、帽子着用で、ヘ
ルメット、手袋等はしてい
なかった。

電気工事等の資格も無く
技術が未熟であった。

7 自家用２０１０
年８月

可搬型集
塵機
(200V)

【感電負傷事故】 
 事業場の従業員が裁断
機刃物の交換作業中、後
方にあった集塵機に下肢
が接触した際、感電し、転
倒し負傷した。

【電気工作物不良】 
・集塵機は、絶縁不良が
確認され、また事故当時
接地線の取り付けが不完
全であったこと、及び、医
師の診断が電撃症であ
り、原因が感電によるもの
と確認された。

・接地線の取り付け状況
の確認の徹底。 
・漏電警報装置を取り付
ける。

8 自家用２０１０
年８月

ホイスト給
電線
(210V)

【感電死亡事故】 
 壁のボード張り用の足
場を、ボード張り作業の終
了に伴い撤去する際、誤
ってホイスト給電線に触れ
感電死亡した。

【被害者の過失】 
・ホイスト給電線が充電中
かどうかの認識不足があ
った。

・部外者作業について管
理を徹底し、部外作業者
に危険予知活動を行わせ
る。 
・ホイストクレーン給電線
の事故端側にも充電中表
示ランプを設置する。 
・従業員全員に電気の危
険についての教育を管理
技術者から実施する。 

9 自家用２０１０
年６月

動力分電
盤(200V)

【感電以外の負傷事故】 
 分電盤内に電気溶接機
の電源ケーブルを接続し
ようとした際、誤って充電
中の1次側に近接し、発生
したアークにより火傷を負
った。

【作業方法不良】 
・電源ケーブル接続時に
上位の遮断器を開放して
いなかった。 
・分電盤内の検電を行わ
ず作業を行った。

・「アーク溶接機電源接続
手順」を新たに定め、無電
圧作業を徹底する。 
・分電盤に主幹ブレーカを
設置。 
・再発防止のための安全
教育を実施。

10 自家用２０１０
年６月

ＳＯＧ 【波及事故】 
 SOGが経年の雨水進入
により、内部短絡し破壊。
保護範囲外のため波及事
故となった。

【自然劣化】 －

11 自家用２０１０
年６月

ＳＯＧ 【波及事故】 
 SOGに、経年劣化による
錆が発生。雨水が進入
し、内部短絡して破損。保
護範囲外のため波及事故
となった。

【自然劣化】 －

12 自家用２０１０
年７月

ＡＯＧ 【波及事故】 
 ＡＯＧのヒューズホルダ
ー部に蛇が接触し地絡し
たが、ＡＯＧ電源側であ
り、保護範囲外のため波
及事故となった。

【鳥獣接触】 －

13 自家用２０１０
年７月

ＳＯＧ、変
圧器

【波及事故】 
 ＳＯＧ及び変圧器に避雷
し、焼損した。保護範囲外
のため波及事故となっ
た。

【雷】 －

14 自家用２０１０
年７月

ＡＯＧ 【波及事故】 
 ＡＯＧのヒューズ筒充電

【鳥獣接触】 －
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